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産 婦 人 科 領 域 に お け るcefetamet pivoxilの 臨 床 的 検 討

山元 貴雄 ・保 田 仁 介 ・金 尾 昌 明 ・岡 田 弘 二

京都府立医科大学産婦 人科*(主 任:岡 田弘二教授)

新 し く開 発 され た経 ロセ フ ェム剤cefetamet pivoxil(CEMT-PI)に つ いて,産 婦 人科 領域

に おけ る臨床 的検 討 を行 い,以 下 め 結果 を得 た。対 象 は子宮 内膜 炎8例,卵 管 炎2例,計10例

の性 器感 染症 であ る。 臨床効 果 は子 宮 内膜炎 で著 効1例,有 効7例,卵 管炎 で有効1例 ,無 効

1例 で,有 効率 は90%で あ った。細菌 学 的効 果 は分離 され た10株 中消失8株,存 続1株 ,不 明

1株 で あ った。本 剤投 与 に起 因す る 自他覚 的 な副 作用 な らびに臨床 検 査 値 異常 の 発現 は 全例 に

認め られ なか った。
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Cefetamet pivoxil(CEMT-PI)は 日本 ロシュ社 で

開発 され た経 ロセ フ ェム剤 で あ り,セ フ ァ ロスポ リン

骨格 の2位 側鎖 に ビバ ロ イル オ キシ メチル をエ ス テル

結合 す る こ とに よ り経 口吸 収 を可 能 に した薬 剤 で あ

る。Cefetamet(CEMT)は グラム 陽性菌,陰 性 菌 に対

して広範 な スペ ク トラム を有 し,と くにEscherichia

coli,Klebsiella pneumoniae,Proteus sp.,Branhamel-

la catarrhalis,Haemophilus influenzae等 の グ ラム陰

性菌 に優 れ た抗 菌 力 を示す こ とが特 徴 で あ る とされ て

いる。

本 剤 は経 口投 与 に よ り腸 管 か ら速 や か に 吸収 され

る。 ヒ トに500mgを 食後 経 口投 与 した ときの血 中濃

度 は投 与後3時 間 で最 高6.3μg/mlを 示 し,以 後1.7

時 間の生 物 学的 半 減期 で減 少 す る。 ま たCEMTは 体

内でほ とん ど代 謝 を受 け る こ とな く,投 与後24時 間 ま

でに約60%が 未変化 体 と して尿 中に排 泄 され る。

今 回,我 々はCEMT-PIの 産 婦 人科感 染症 に対す る

有効性,安 全性 を検 討 したの で,そ の成 績 を報告 す る。

対 象 は昭 和63年9月 よ り平 成 元年3月 の間 に京 都

府立 医科大 学付 属病 院産 婦 人科 を受 診 した性器 感染 症

10例 で あ る。感染 症 の 内訳 は,子 宮 内膜 炎8例,卵 管

炎2例 の計10例 であ っ た。

投 与 方 法 はCEMT-PI1回250～500mgを1日2

回,7日 間 投与 した。投 与量 の 設定 は患 者背 景 な らびに

疾患 の重症 度 を勘案 して行 った。1日 投 与量 の 内訳 は

500mg3例,1,000mg7例 であ った。 なお,本 剤投 与

期 間 中に他 の 抗菌 性薬 剤 あ るい は本剤 の 臨床効 果 等に

影 響 を与 え る薬剤 の併 用 投与 は行 ってい ない。

効果 判 定 は以下 の 基準 に よ り行 った。

著効:主 要 自他 覚症 状 が3日 以 内 に著 し く改善 し,

治癒 に 至 った場 合。

有 効:主 要 自他 覚 症状 が3日 以 内に改善 の傾 向 を示

し,そ の後 治癒 に至 った場合 。

無 効:主 要 自他 覚 症状 が3日 を経過 して も改善 され

ない場合 。

なお,手 術,切 開 等の外 科 的処 置 を併用 した場合 は,

著効 とせ ず,す べ て有効 と判 定 した。

本 剤投 与10症 例 の年 齢,体 重,診 断名 お よび基礎 疾

患,1日 投与 量,投 与期 間,分 離菌,細 菌 学 的効 果,臨

床 効 果 な らびに 副作 用 の有無 をTable1に 示 した。 ま

た,Table2に 各 症例 を疾 患別 に分 類 し,そ れ ぞれ の 臨

床 効 果 を示 した。

Table2に 示す ご と く,産 婦 人科 性器 感 染症10例 に

本剤 投与 を行 った とこ ろ,子 宮 内膜 炎8例 で は著効1

例,有 効7例 と全例 が 有効 以上,卵 管炎2例 では有効,

無効 そ れ ぞれ1例 で あ った。 無効 の1例 は 本剤1,000

mg/日,7日 間投 与す る も原 因菌 のE.coliが 存続 し,子

宮付属 器 の圧 痛,下 腹 部痛 等 に改善 が見 られず 、他 剤

に変 更 した。

細 菌学 的 に はTable3に 示 す ご と く,9例 よ り6菌

種10株 が検 出 された。分 離 菌の 内訳 は好 気性 菌 では グ

ラム 陽性菌 が2菌 種3株,グ ラム陰性 菌 が2菌 種5株,

嫌 気性 菌 では グ ラム陽性 菌 が2菌 種2株 で あっ た。 細

菌 学的効 果 は好 気性 グラム 陽性菌2株 お よ び嫌 気性 菌

2株 で は いずれ も消 失,好 気性 グ ラム陰 性 菌5株 では

消失4株,存 続1株 で あっ た。す なわ ち10株 中消失8

株,存 続1株,不 明1株 であ っ た。

副作 用 につ い ては留 意 して観 察 を行 い,ま た,本 剤

投与 前後 に血 液一般,肝 機 能お よび腎機 能 等の検 査 を

実 施 し,臨 床検 査値 異常 の 発現 の有 無 を も合 わせ て検
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Table 1. Clinical results of cefetamet pivoxil treatment

CNS: coagulase negative staphylococcus

Table 2. Clinical effect of cefetamet pivoxil treatment

Table 3. Bacteriological response to cefetamet pivoxil

CNS: coagulase negative staphylococcus 1 strain: unknown
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Table 4. Laboratory findings before and after treatment with cefetamet pivoxil

B: before A: after

討 した。Table4に 本剤 投 与 前後 の 臨床 検 査値 の変 動

を示 した。

本 剤投 与 を行 った全例 に 自他 覚 的 な副作 用 な らび に

臨床検 査値 異 常 の発現 は 認め られ なか った。

経 口用 セ フ ェム剤 は1960年 代 中期 にcephaloglycin,

cephalexinが,つ いでcefradine,cefatrizine,cefa-

clor,cefadroxil,cefroxadineが 相 次 いで登 場 し,1980

年 以降 は経 口用 セ フェ ム剤 の抗菌 力 の強化,抗 菌 スペ

ク トル の広域 化 が な され,い わゆ る第三世 代 経 ロセ フ

ェム剤 が開発 され た。 第三世 代 経 ロセ フ ェム剤 は特 に

グ ラム 陰性 菌 に対す る抗 菌 力が 飛躍 的 に強化 され,さ

らに β一ラ クタマ ー ゼ に 対 して も きわめ て安 定 な こ と

が特 徴 で あ る。CEMT-PIは 第三 世代 経 ロセ フ ェム 剤

に属 す る薬 剤 で あ る。 本剤 は抗 菌 力,抗 菌 スペ ク トラ

ム,体 内動 態 の点 で優 れ てお り,事 実,我 々の検 討 で

も臨床 効果 が90%と 高 く,分 離菌 も9株 中8株 が消 失

して お り良好 な結 果 で あっ た。以上 よ り本 剤 の産婦 人

科 性器 感 染症 に対 す る有 用性 が示 唆 され た。

1) WISE R, ANDREWS J M, PIDDOCK L J V: In Vitro 

activity of Ro 15-8074 and Ro 19-5247, two orally 

administered cephalosporin metabolites. Antimi-

crob Agents Chemother 29: 1067•`1072, 1986 

2) NEU H C, CHIN N, LABTHAVIKUL P:In Vitro activ-

ity and ƒÀ-lactamase stability of two oral ce-

phalosporins, Ceftetrame (Ro 19-5247) and 

Cefetamet (Ro15-8074) Antimicrob Agents 

Chemother 30: 423•`428, 1986 

3) CULLMANN W, DICK W, STIEGLITZ M, OPFERKUCH W: 

Comparable evaluation of orally active beta-

lactam compounds in ampicillin-resistant gram-

positive and gram-negative rods: role of beta-

lactamases on resistance. Chemotherapy 34: 202 

•`215, 1988

4) 大 石 正 夫, 小林 宏 行: 第36回 日本化 学 療 法 学会 東 日

本 支 部 総 会, 新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム 。Ro15-

8075(cefetamet pivoxil),新 潟,1989

5) KISSLING M, GERMANO G, FERNEX M: Cefetamet 

pivoxil a new oral cephalosporin: clinical evalua-

文 献



450 CHEMOTHERAPY
NOV. 1990

tion, Chemotherapy 34: 519-529,1988

6) 岡田弘二, 松 田静治 編: 産婦人科領域感染症I

産 婦 人科 感 染 症 最 近 の 話題 一 (岡 田弘 二, 山元 貴雄),

医 薬 ジ ャー ナ ル社: 11～19, 1988

CEFETAMET PIVOXIL IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY 

TAKAO YAMAMOTO, JINSUKE YASUDA, MASAAKI KANAO , HIROJI OKADA 

Department of Obstetrics and Gynecology, Kyoto Prefectural University of Medicine, 
465 Kajii-cho, Hirokoji-Agaru, Kawaramachi-dori, Kamigyo-ku, Kyoto-shi 602, Japan 

We investigated a new oral cephem antibiotic, cefetamet pivoxil (CEMT-PI) , for its clinical 
efficacy and safety. CEMT-PI was orally administered in 250 or 500 mg dose twice a day to 10 

patients with various gynecological infections for 7 days. The clinical results were evaluated as 
excellent in 1 and good in 7 cases of endometritis, and good and poor in 2 cases of salpingitis, in total, 
10 cases. The efficacy rate was 90%. Bacteriologically, of nine organisms isolated from patients, 
eight were eradicated and one persisted. No side effects or laboratory abnormalities were observed 
in any of the cases.


